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　町立山北診療所は、地域住民からの強い要望を受け、平成４年１２月末で閉院となった三保診療所に替わ
る診療所として、平成８年６月ＪＲ御殿場線谷峨駅前に建設し、新しい医師により開業しましたが、医師が

他町で開業のため、平成１９年３月をもって休診と
なりました。
　町では、再開に向けて関係機関に相談をするとと
もに、医師募集を医師専門のインターネットや医師
求人紙などにより続けてまいりましたが、応募者が
ない状況でした。
　そうした中で、社団法人地域医療振興協会から、
指定管理者制度により山北診療所の管理運営を行い
たいとの申し出がありました。公募、選定、議会承
認などの諸手続きを経て、社団法人地域医療振興協
会が指定管理者となり、１２月１日から町立山北診
療所を再開することになりました。

診療科目　内科・小児科・外科

診療時間　月曜日から金曜日
　　　　　午前９時〜午後５時
　　　　　土曜日
　　　　　午前９時〜正午
　　　　　( 診察・往診を含みます。)

休 診 日　日曜日、祝日
　　　　　12 月 29 日〜 1 月 3 日

※詳細につきましては、12 月号の広報
　でお知らせします。

【問合せ】健康づくり課健康づくり班
　　　　　（電話）７５−０８２２

再 開 の 経 過
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　ごみゼロアクションｉｎあしがら実行委員会（※）では、足柄上地域を不法投棄や散乱ごみのない美しい町
にするため、今年度は山北町を中心会場として各種事業を展開しています。その中でもメイン事業である“総
大会”を次のとおり開催しますので、是非ご観覧ください。

☆日　時　　１１月８日（土）１３：００〜１６：００
☆場　所　　中央公民館多目的ホール
☆入　場　　無料（申込不要）
☆定　員　　４０８名（先着順）
☆内　容　　ごみゼロポスター・標語コンクール表彰
　　　　　　中学生による「ごみゼロサミット」
　　　　　　ＹＭ少女歌劇団「ワンダーランド」公演
　　　　　　環境漫才「林家ライス・カレー子」　など
◎観覧は自由ですが、定員になり次第入場を制限させていただく場合があります。
※ごみゼロアクションｉｎあしがら実行委員会：足柄上地域の住民・企業・行政が一体となり“ごみゼロ”に向けた取り組みを行う組織

１１月は…不法投棄撲滅強化月間
　神奈川県では、毎年１１月を「不法投棄撲滅強化月間」とし、各種事業を展開しています。山北町においても、足柄
上地域県政総合センターと連携し、不法投棄の一斉撤去やごみゼロアクションなどの啓発等を実施しています。
　私たちのきれいな町を守るため、不法投棄を発見した場合は生活環境課または松田警察署（電話 ８２−０１１０）　
までご連絡をお願いします。

不法投棄をしない！させない！ゆるさない！
･･･不法投棄をした者は５年以下の懲役または１千万円以下の罰金の対象となります。･･･

「ワンダーランド」

「林家ライス・カレー子」
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小
規
模
校
の
長
所
（
メ
リ
ッ
ト
）
や

短
所
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
考
え
は
？
（
複
数
回
答
可
）

　
「
長
所
が
あ
る
」
が
58
・
４
％
、「
短
所

が
あ
る
」
が
57
・
５
％
で
、
ほ
と
ん
ど
が

長
所
も
短
所
も
あ
る
と
い
う
回
答
で
し

た
。
具
体
的
な
記
述
の
主
な
意
見
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

  

長
所
が
あ
る

　

・
児
童
一
人
ひ
と
り
に
目
が
届
く
。

　

・
き
め
細
や
か
な
指
導
が
可
能
で
あ

る
。

　

・
歩
い
て
通
学
が
可
能
で
あ
る
。

　

・
み
ん
な
が
顔
を
知
っ
て
い
て
、
た
て

の
つ
な
が
り
が
あ
る
。

  
短
所
が
あ
る

　

・
団
体
競
技
が
で
き
な
い
。

　

・
競
争
意
識
が
低
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

・
人
間
関
係
が
固
定
化
さ
れ
る
。

　

・
学
校
運
営
費
が
か
さ
む
。

　

・
学
力
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。

　

  

小
・
中
学
校
の
人
数
・
学
校
規
模

に
つ
い
て
「
少
な
い
」
と
答
え
た
方

（
４
９
２
名
）
で
、
対
応
策
と
し
て
「
学

区
の
自
由
化
」「
学
区
の
弾
力
化
」「
定
住

対
策
」
と
答
え
た
方
（
１
５
７
名
）
に
、

具
体
的
な
対
策
は
？

　

主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
若
い
世
帯
向
け
の
住
宅
開
発
な
ど
、

若
者
層
の
定
住
化
に
力
を
入
れ
る
。

　

・
企
業
の
誘
致
、
働
け
る
場
所
の
確

保
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
な
ど
、

町
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

　

・
児
童
手
当
の
充
実
、
医
療
支
援
や
子

育
て
支
援
策
の
充
実
と
町
外
へ
の
ア

ピ
ー
ル
。

　

・
町
内
で
あ
れ
ば
、
学
区
を
自
由
に
し

て
よ
い
。
不
登
校
児
の
転
校
を
積
極

的
に
し
て
ほ
し
い
。

　

  

現
在
の
山
北
町
立
の
小
・
中
学
校
の

人
数
・
学
校
規
模
に
つ
い
て
「
少
な
い
」

と
答
え
た
方
（
４
９
２
名
）
で
、
対
応
策

と
し
て
「
学
校
統
廃
合
」
と
答
え
た
方

（
３
３
５
名
）
に
、
小
中
学
校
の
数
や
配

置
は
？

　

学
校
統
廃
合
す
る
場
合
、
小
学
校
に
つ

い
て
は
「
５
校
を
２
校
へ
」
統
合
す
る
と

選
択
す
る
方
が
最
も
多
く
、
２
校
に
つ
い

て
は
川
村
小
学
校
用
地
と
清
水
小
学
校
用

地
を
選
択
す
る
方
が
多
数
で
し
た
。
中
学

校
に
つ
い
て
は
「
３
校
を
１
校
へ
」
統
合

す
る
方
が
50
％
を
越
え
て
い
ま
す
が
、

「
３
校
を
２
校
へ
」
を
選
択
し
た
方
も

30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
中
学
校
を
１
校

と
す
る
場
合
は
、
山
北
中
学
校
用
地
、
２

校
と
す
る
場
合
は
、
山
北
中
学
校
用
地
と

清
水
中
学
校
用
地
を
選
択
す
る
方
が
多
数

で
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
数
字
は
単
純
集
計
結
果

で
全
体
の
傾
向
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
地
区
別
人
口
で
最
も
多
い
山
北
地

区
の
傾
向
が
最
も
強
く
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
区
ご
と
、
子
ど
も
の
有
無
で
、
傾

向
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
数

選択肢

１. 長所がある

２. 短所がある

３. わからない

無記入

全　体

人数

５５８

５５０

２６４

  ３７

９５６

％

５８. ４

５７. ５

２７. ６

  ３. ９

問

問問

小学校の数

１. ５校を４校へ

２. ５校を３校へ

３. ５校を２校へ

４. ５校を１校へ

５. 小学校は現状のまま

無記入

全　体

％

  ２. ４

１１. ９

４３. ６

３１. ０

  ９. ３

  １. ８

１００. ０

人数

  ８

 ４０

１４６

１０４

 ３１

   ６

３３５
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現
在
の
山
北
町
立
の
小
・
中
学
校
の

人
数
・
学
校
規
模
に
つ
い
て
「
少
な
い
」

と
答
え
た
方
（
４
９
２
名
）
で
、「
学
校
統

廃
合
」
と
お
答
え
の
方
（
３
３
５
名
）
に
、

統
廃
合
に
関
す
る
要
望
や
ア
イ
デ
ア
は
？

　

２
３
２
名
の
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
い
ま
し

た
。
主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
無
料
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す

る
。

　

・
統
廃
合
に
よ
る
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ

た
予
算
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
に

あ
て
る
。

　

・
で
き
る
だ
け
早
く
統
合
を
実
現
し
て

ほ
し
い
。

　

・
三
保
、
清
水
、
共
和
、
高
松
地
区
の

皆
さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
案
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

　

  

現
在
の
山
北
町
立
の
小
・
中
学
校
の

人
数
・
学
校
規
模
に
つ
い
て
「
少
な
い
」

と
答
え
た
方(

４
９
２
名)

で
、「
学
校

統
廃
合
」
以
外
を
選
択
し
た
方(

１
５
７

名)

に
、
統
廃
合
し
な
い
場
合
の
具
体
的

な
ア
イ
デ
ア
は
？

　

56
名
の
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
よ
る
人
口
増

加
を
目
指
す
。

　

・
循
環
バ
ス
等
を
使
っ
た
、
学
校
間
の

日
常
的
な
交
流
教
室
は
可
能
で
は
な

い
か
。

　

・
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
自
体
に
特
徴
を
持

た
せ
、
小
規
模
校
の
魅
力
を
増
や

す
。
保
護
者
は
学
校
を
自
由
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

１. ５校を４校へ

２. ５校を３校へ

３. ５校を２校へ

４. ５校を１校へ

　  ７

  ３７

１４１

  ９５

８

４０

１４６

１０４

０

５

３

０

５

４

１

    ０

５

３１

１２５

１

５

２７

１３

０

０

３

２

９

川村小
用地

高松分校
用地

共和小
用地

清水小
用地

三保小
用地 新設人数統合小の配置

中
学
校
の
数

中学校の数

１. ３校を２校へ

２. ３校を１校へ

３. 中学校は現状のまま

無記入

全　体

人数

１１５

１９０

１２

１８

３３５

％

３４. ３

    ５６. ７

     ３. ６

     ５. ４

   １００. ０

１. ３校を２校へ

２. ３校を１校へ

１１５

１９０

１０３

１６３

９１

 １

１８

 １

    ２

２１

山北中
用地

清水中
用地

三保中
用地 新設人数統合中学校の配置問

問
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（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
へ
）
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
通
学
し
て

い
る
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
育
環
境

に
つ
い
て

小
学
校
満
足
度

　

   

満
足
し
て
い
る
点
は
？

　

・
わ
が
子
が
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
で
満
足
し
て
い
る
。

　

・
距
離
も
ク
ラ
ス
規
模
も
ち
ょ
う
ど
良

い
。

　

・
特
段
問
題
が
な
い
。

　

・
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
で
、
地
域
の
人

た
ち
に
見
守
ら
れ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
暮
ら
し
て
い
る
。

　

   

不
満
な
点
は
？
（
複
数
回
答
可
）

　

小
学
校
で
は
主
と
し
て
「
い
じ
め
や
友

人
関
係
」「
児
童
の
学
力
」
に
対
し
て
、

中
学
校
は
「
学
力
」
に
関
す
る
不
満
が
多

い
よ
う
で
す
。
具
体
的
記
述
の
主
な
意
見

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

  

小
学
校

問問　小学校教育環境

満足　

おおむね満足　

やや不満　

不満　

わからない　

総　計

集計

４７

１５２

４１

１６

３６

２９２

％

１６. １

５２. １

１４. ０

５. ５

１２. ３

１００. ０

中
学
校
満
足
度

問　中学校教育環境

満足　

おおむね満足　

やや不満　

不満　

わからない　

不明　

総　計

集計

３５

１０１

３３

１３

２５

１

２０８

％

１６. ８

４８. ６

１５. ９

６. ２

１２. ０

０. ５

１００. ０

問

【 

小
学
校 

】

　

児
童
の
学
力

　

・
宿
題
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　

・
土
曜
日
も
授
業
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

・
一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
考
え
て
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
の
生
活
態
度

　

・
言
葉
づ
か
い
が
悪
い
。

　

・
授
業
中
に
立
ち
歩
く
子
ど
も
が
い

る
。

　

・
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い

る
。

　

い
じ
め
や
友
人
関
係

　

・
い
じ
め
に
対
す
る
学
校
の
対
応
が
不

十
分
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
目
を
向

け
て
欲
し
い
。

　

教
育
方
針
や
学
区

　

・
チ
ャ
イ
ム
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

・
学
校
と
し
て
の
方
向
性
が
見
え
な
い
。

　

学
校
の
規
模
・
位
置

　

・
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
。

　

・
坂
が
あ
ぶ
な
い
。
防
犯
上
、
危
険
な

場
所
が
あ
る
。

　

通
学
方
法

　

・
朝
の
登
校
の
際
の
交
通
整
理
。

　

・
通
学
時
間
が
長
い
。

　

・
下
校
時
が
心
配
。

　

学
校
施
設

　

・
図
書
室
の
充
実
。
ト
イ
レ
の
修
理
。

　

そ
の
他

　

・
校
舎
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
に
改
築

し
な
い
。

　

・
児
童
数
が
少
な
い
。

１． 児童の学力
２． 子どもの生活態度
３． いじめや友人関係
４． 教育方針・学区
５． 学校の規模、位置
６． 通学方法
７． 学校施設
８． その他
不満があると答えた人数

人数
５１
４１
５６
２８
２９
３７
３１
２０

２０９

％
２４．４
１９．６
２６．８
１３．４
１３．９
１７．７
１４．８

９．６

問
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【 

中
学
校 

】

　

生
徒
の
学
力

　

・
他
市
町
と
比
べ
る
と
、
生
徒
の
学
力

が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

　

・
宿
題
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　

・
生
徒
の
理
解
度
に
あ
っ
た
指
導
体
制

が
と
れ
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
の
生
活
態
度

　

・
言
葉
づ
か
い
が
悪
い
。

　

・
服
装
の
乱
れ
。

　

・
登
下
校
時
の
買
い
食
い
や
マ
ナ
ー
の

悪
さ
。

　

い
じ
め
や
友
人
関
係

　

・
い
じ
め
が
あ
る
。

　

・
い
じ
め
が
あ
っ
た
場
合
の
学
校
の
対

応
が
不
十
分
。

１. 生徒の学力
２. 子どもの生活態度
３. いじめや友人関係
４. 教育方針・学区
５. 学校の規模、位置
６. 通学方法
７. 学校施設
８. その他
不満があると答えた人数

人数
３８
２２
２５
１９
１１
１９
２２
３３

１４７

％
２５．９
１５．０
１７．０
１２．９

７．５
１２．９
１５．０
２２．４

 
中
学
校

　

教
育
方
針
・
学
区

　

・
地
域
と
の
連
携
。

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
薄
い
。

　

学
校
の
規
模
・
位
置

　

・
小
田
原
方
面
の
学
校
に
比
べ
る
と
人

数
が
少
な
い
。

　

・
帰
宅
時
の
安
全
。

　

通
学
方
法

　

・
部
活
の
朝
の
時
間
が
早
す
ぎ
る
。

　

・
帰
り
が
遅
く
な
る
の
で
心
配
。

　

学
校
施
設

　

・
学
校
施
設
設
備
が
古
い
。

　

・
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、
部
活
動
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
。
ま
わ
り
の
土

地
を
借
り
る
。

　

そ
の
他

　

・
部
活
動
が
充
実
し
て
い
な
い
。

　

・
指
導
で
き
る
適
任
者
を
配
置
し
て
ほ

し
い
。

　

   

お
子
さ
ん
の
現
在
の
通
学
手
段
は
？

　

   

通
学
時
間
は
？

問 問

　
　
「
小
・
中
学
校
統
廃
合
の
あ
り
方
検

討
会
」
な
ど
、
統
廃
合
を
め
ぐ
る
議
論
の

進
め
方
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望

　

４
３
７
名
の
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。
主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
検
討
会
の
内
容
や
見
通
し
を
広
報
等

で
町
民
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

　

・
な
ぜ
今
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
な
の

か
、
わ
か
ら
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

「
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
」
あ
り
き

で
作
ら
れ
て
お
り
、
推
進
す
る
た
め

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

・
地
域
や
保
護
者
と
話
し
合
う
機
会
を

十
分
に
設
け
る
べ
き
だ
。
特
に
廃
校

に
な
る
地
区
の
方
と
の
話
し
合
い
が

大
切
だ
。

　

・
統
廃
合
を
進
め
る
な
ら
ば
早
い
方
が

い
い
。

　

・
子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
欲

し
い
。
子
ど
も
の
意
見
も
聞
い
た
方

が
い
い
。

　

・
今
後
も
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

是
非
実
施
し
て
ほ
し
い
。
町
民
と
し

て
統
廃
合
や
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

全
員
で
考
え
た
い
。

【
問
合
せ
】
政
策
室
政
策
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

－

３
６
５
１

問

１. 保護者の自動車 
２. 徒歩
３. 公共交通機関
４. その他

不明
計

１. 保護者の自動車 
２. 徒歩
３. 公共交通機関
４. その他

不明
計

人数
２６

２３０
２４
１０

４
２９４

２６
１５２

３
１９

２
２０２

％
８．８

７８．２
８．２
３．４
１．４

１００．０
１２．９
７５．２

１．５
９．４
１．０

１００．０

小学校

中学校

通学時間（分）
   １〜１０
１１〜２０
２１〜３０
３１〜４０
４１〜５０
５１〜６０
６１〜７０
７１〜８０

計

小学生(人)
７９
８２
６１
３６
２６

８
０
１

２９３

中学生（人）
４１
６８
６５
２０

５
１
１
１

２０２
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4.45 月

4.15 月

区　分

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

月　　額

769,000円

630,000円

583,000円

356,000円

279,000円

255,000円

報　
　
　
　
　

酬

期末手当年間

特別職の報酬などの状況

※平成20年度の期末手当は、町長20％、副町長15％、
教育長10％を減額して支給しています。

 町職員の給与・職員数などの状況について、平成20年4月1日現在の概要をお知らせします。 
 なお、詳しくは、町ホームページ（http://www.town.yamakita.kanagawa.jp）に
 『人事行政の運営等の状況』を掲載していますのでご覧ください。

★町職員の給与とは…職務の内容や職責に応じて定められた基本給としての｢給料｣と、勤務実績などに
応じて支給される｢手当｣で構成されており、町議会の審議を経て定められた条例
などに基づき支給されるものです。

★給与決定には………国や他の地方公共団体の職員、民間企業従事者の給与水準のほか、生計費、物価
などを総合的に考慮し、人事院の行う給与改定勧告に基づき決定されます。

職員数
　　A

人

141

給　　　与　　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

千円

544,458

千円

100,157

千円

224,468

千円

869,083

1 人当たり給与費
（B ／ A）

千円

6,164

給与費（平成20年度一般会計当初予算）

毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

給　　料

地域手当

職種や職務に応じた給料表に定める額

給料・扶養手当・管理職手当の7.5％

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当 管理職の職責に応じて給料の8～15％を支給。

区　　　　　　　分 支 給 額
  配偶者 13,000円
  配偶者以外の扶養親族（１人につき） 6,500円
  上記のうち配偶者がない場合は、
  そのうち１人について 11,000円

  特定期間にある子１人に対する加算額 5,000円

  賃貸住宅居住者   支給限度額 27,000円

  自己所有住宅居住者   新築又は購入後５年間
 5,000円
  その他 3,000円

  片道２㎞以上から支給

  交通機関利用者   運賃等相当額　限度額
 55,000円

  交通用具使用者 　 2,000円～

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

そ　

の　

他

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ　　の　　他

期末勤勉手当

退　職　手　当

正規の勤務時間を超えて勤務
した時に支給される手当(管理
職は除く）

民間企業のボーナスに相当す
る手当。
年間4.5 月分

※支給率は、県内３市１３町
１村６一部事務組合で構成
する退職手当組合の条例に
よるものです。

危険・困難・健康によくない・
著しく特殊な業務などに従事
した時に支給される手当（動
物死体処理手当、有害毒薬物
取扱手当など）

日直手当、管理職員特別勤務
手当など

区　分 自己都合 定　年
勤続20年 23.5月 30.55月
勤続25年 33.5月 41.34月
勤続35年 47.5月 59.28月
最高限度額 59.28月 59.28月

給与の種類
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区　　分

標準的な
職務内容

職  員  数

構  成  比

１　級

主  事  補

17人

11.0％

17人

11.0％

16人

10.4％

26人

16.9％

35人

22.7％

29人

18.8％

13人

8.5％

1人

0.7％

154人

100％

２　級

主　事

３　級

主任主事

４　級

主　査

５　級

副  主  幹
副  技  幹

６　級

主　幹
技　幹

７　級

部　長
課　長

８　級

参　事
部　長

計

　※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

級 別 職 員 数

区　　　　　　分 平成 19 年度

112人

30人

13人

155人

平成 20 年度

111人

30人

13人

154人

増　減　数

△ 1人

0人

0人

△ 1人

  一般行政（議会、総務、企画等）

  特別行政（教育委員会）

  公営企業等（上下水道、国保等）

合　　　　　　　計

職員数の状況

区　　分

大  学  卒

高  校  卒

初任給額

173,900円

145,900円

一般行政職の初任給

区　　分

大  学  卒

高  校  卒

経験10年

252,600円

214,600円

経験15年

304,300円

270,700円

経験20年

357,800円

312,600円

一般行政職の経験年数別給料月額

※ラスパイレス指数とは、給与水準を計る一つの目安となるもので、
　国家公務員を100として算出したものです。

ラスパイレス指数の推移

区　　分

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

平 均 給 料

322,316円

267,492円

平 均 年 齢

41歳　5月

55歳　4月

平均給料月額及び平均年齢
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こ
れ
ま
で
町
民
の
方
が
使
用
さ
れ
た
霊

柩
車
の
使
用
料
は
町
が
直
接
葬
祭
業
者
に

支
払
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
葬
祭
業
者

に
よ
り
価
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
補
助
制
度
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
霊
柩
車
を

使
用
す
る
場
合
は
、
使
用
さ
れ
た
方
が
葬

祭
業
者
に
使
用
料
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
後
日
、
町
に
交
付
申
請
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
み
を
し
ま
す
。

１
．
適
用
範
囲

　

小
田
原
斎
場
ま
た
は
御
殿
場
市
小
山
町

広
域
行
政
組
合
斎
場
を
使
用
す
る
と
き
に

要
し
た
霊
柩
車
の
使
用
料

２
．
交
付
の
額

　

補
助
金
の
上
限
は
、
３
５
，
０
０
０
円

（
上
限
額
ま
で
は
実
費
を
交
付
）

３
．
申
請
期
限

　

補
助
金
の
受
給
の
事
由
が
生
じ
た
日
か

ら
２
か
月

４
．
手
続
き
に
必
要
な
も
の
等

　
　
　
　
（
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
）

　

霊
柩
車
使
用
料
の
領
収
書
、
印
鑑
、
補

助
金
の
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

【
問
合
せ
】
町
民
課
町
民
班

　
　
　
　
（
電
話
）　

７
５

－

３
６
４
１
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山
北
に
越
し
て
来
て
、
早
１
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
越
し
て
来
た
当
初
、

１
人
息
子
の
宙
良
は
ハ
イ
ハ
イ
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
走
り
回
っ
て
い

ま
す
。
我
が
家
は
、私
た
ち
夫
婦
と
宙
良
、

そ
し
て
犬
２
匹
・
猫
２
匹
の
大
家
族
! ?
で

す
。
近
所
の
方
は
、
じ
ー
じ
と
ば
ー
ば
も

一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
何
せ
ほ
ぼ
毎
日
、
小
田
原

か
ら
通
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら･･･

。
孫

が
可
愛
い
と
は
い
え
、
本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　
「
宙
良
（
ち
ゅ
ら
）」
と
い
う
名
前
は
私

が
考
え
ま
し
た
。
お
腹
に
宿
っ
た
と
き
か

ら
決
め
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
名
前
の
お

か
げ
で
、
す
ぐ
に
覚
え
て
も
ら
え
必
ず
声

を
か
け
ら
れ
ま
す
。
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
沖
縄
の
「
美
ら
（
ち
ゅ

ら
）」
か
ら
と
り
ま
し
た
。
今
で
は
家
族

中
が
こ
の
名
前
に
し
て
良
か
っ
た
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
最
初
は
大
反
対
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。
あ
る
日
主
人
に
、「
小
さ
い
子

が
『
ち
ゅ
ら
ね
、父
ち
ゃ
ん
大
好
き
。』
っ

て
言
っ
て
い
る
の
を
想
像
し
て
み
て
。」

と
言
う
と
、
即
Ｏ
Ｋ
が
で
ま
し
た
。
想
像

力
の
豊
か
な
人
で
良
か
っ
た
で
す
。（
笑
）

た
だ
、
本
人
に
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
ま

せ
ん
が･･･

。

　

宙
良
は
、
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て

く
れ
ま
す
。
主
人
が
協
力
的
で
、
休
み
の

日
は
ず
っ
と
宙
良
の
お
か
ず
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
薄
味
に
育
て
る
為
に
、
新
鮮
な

物
を
時
間
を
か
け
て
ダ
シ
を
と
り
、
コ
ク

を
出
し
て
旨
み
を
引
き
出
す
よ
う
に
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
為
か
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

は
口
に
し
ま
せ
ん
。
主
人
は
、
宙
良
が
３

歳
に
な
る
ま
で
頑
張
る
そ
う
で
す
。

　

１
歳
を
過
ぎ
た
あ
る
日
、
こ
ん
な
事
が

あ
り
ま
し
た
。
宙
良
の
前
に
主
人
と
私
が

立
っ
て
い
る
と
、
私
た
ち
の
手
を
取
り
、

引
き
寄
せ
て
く
っ
つ
け
た
ん
で
す
。
最
初

は
意
味
が
わ
か
ら
ず
、「
な
ぁ
に
？
」
と

聞
く
と
、ま
た
同
じ
事
を
し
ま
し
た
。と
っ

さ
に
、「
仲
良
し
」
と
言
い
な
が
ら
主
人

と
腕
を
組
む
と
、
嬉
し
そ
う
に
笑
い
ま
し

た
。
驚
き
ま
し
た
。
１
歳
過
ぎ
た
ば
か
り

の
子
が
、
こ
ん
な
事
を
す
る
な
ん
て
。
今

で
も
時
々
２
人
を
く
っ
つ
け
て
ニ
コ
ニ
コ

笑
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、「
み
ん

な
仲
良
し
」
と
言
っ
て
２
人
で
思
い
っ
き

り
宙
良
を
抱
き
し
め
ま
す
。

　

最
近
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
は
な
く
歩
い
て

散
歩
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
目
が

離
せ
な
く
て
大
変
で
す
が
、
宙
良
は
嬉
し

く
て
楽
し
く
て
仕
方
な
い
よ
う
で
す
。
知

ら
な
い
人
で
も
会
う
と
必
ず
頭
を
下
げ
、

宙
良
語
で
話
し
か
け
ま
す
。
そ
ん
な
光
景

を
見
て
い
る
と
、「
大
き
く
な
っ
た
な
ぁ
」

と
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
こ
う
思
い
ま
す
。
親
は
子
育
て
を

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
は
子
ど
も
が

親
育
て
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
、
宙
良
！

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
麻
由
美
さ
ん
）
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子
の
釣
り
て
来
し
若
鮎
は
腸わ
た

を
抜
く
我
に
仄
か
な
甘
き
香
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

節　

子

（
評
）
六
月
一
日
の
鮎
の
解
禁
の
頃
よ
り
、
息
子
さ
ん
の
釣
り
を

歌
材
に
幾
首
か
詠
っ
て
い
る
作
者
は
、
ど
の
歌
も
素
材
を
す
ん
な

り
と
活
か
し
て
解
り
易
い
。
そ
の
中
で
私
は
こ
の
歌
に
母
子
の
愛

情
を
感
じ
た
。
息
子
さ
ん
の
釣
っ
て
き
た
鮎
を
喜
ん
で
捌
く
母
親

の
気
持
が
下
句
に
出
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
大
野
和
枝　

記
）

初
物
の
梨
を
食
べ
つ
つ
「
有
り
の
実
」
と
言
い
ま
し
し
母
を
遥
か

に
思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯　

山　

栄　

子

早
苗
田
も
四よ
つ
き月
を
過
ぎ
て
九
月
今
日
重
き
穂
た
れ
て
刈
り
取
り
を

待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

勝　

子

い
た
だ
き
し
夜
顔
の
花
ひ
ら
き
た
り
白
き
一
輪
闇
に
浮
き
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

崎　

英　

子

隣
家
の
実
り
始
め
る
田
に
張
り
し
鳥
追
い
の
テ
ー
プ
光
に
反
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

谷　

ト
ヨ
ミ

年
々
に
土
用
ウ
ナ
ギ
を
食
し
た
る
亡つ

ま夫
と
の
季と
き

は
二
度
と
か
え
ら

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

久　

子

緋
目
高
を
卵
よ
り
か
え
し
二
年
飼
う
日
に
い
く
た
び
か
の
ぞ
き
楽

し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

田　

け
さ
み

息こ

と
買
い
し
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
実
を
持
ち
て
ブ
ー
ム
に
乗
れ
り
六

年
を
経
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薮　

田　

テ　

ル

弐
千
円
札
よ
と
念
を
お
さ
れ
し
つ
り
銭
の
裏
面
に
小
さ
く
紫
式
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

山　

す
ず
江

わ
が
余
生
今
ど
の
あ
た
り
か
町
家
の
庭
木
に
ひ
た
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し

を
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑　

名　

富
沙
江

空
襲
の
サ
イ
レ
ン
に
宮
の
森
に
隠
れ
ぞ
う
り
編
み
い
き
学
童
我
等

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

菅　

久　

子

こ
の
夏
は
訪
え
ぬ
と
孫
の
電
話
の
声
サ
ザ
ン
の
ラ
イ
ブ
を
熱
く
語

り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

野　

和　

枝

ひ
か
り
見
ず
生
く
る
一
生
の
悲
し
み
か
土も
ぐ
ら竜

は
坪
の
庭
土
擡も
た

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

部　

匠　

司




